
2026 年 3 月 1日  13時 ～ 16時（12時半開場）日
開催日

場所

主催：日本小児科学会埼玉地方会・埼玉県小児科医会・
埼玉県小児保健協会

後援：埼玉県医師会

参加
無料

ハイブリッド：埼玉県立小児医療センター6階講堂（さいたま市中央区新都心1番地２）とWeb

対象
埼玉県内で子どもの健診を担当している

医師・保健師・コメディカル・行政職等

5歳児健診に参加していただく医師に、研修を通じて
5歳児健診の具体的なイメージをもっていただく。

申し込みは以下の
URLもしくは二次元
バーコードから

https://bit.ly/3XCKdKT

https://bit.ly/3XCKdKT


プログラム

座長 小林 治（新所沢キッズクリニック院長）

13:00-13:10 開会挨拶
森脇浩一（小児科学会埼玉地方会会長）

13:10-13:30 5歳児健診の背景、目的、様式、医師にお願いする役割
岡 明（埼玉県立小児医療センター病院長）

13:30-14:00 医師診察の実際とポイント解説
是松聖悟（埼玉医科大学総合医療センター小児科教授）

14:00-14:20 医師が行う判定と保護者への説明の実際
是松聖悟（埼玉医科大学総合医療センター小児科教授）

座長 井上 建（獨協医科大学埼玉医療センター准教授・
子どものこころ診療センター長）

14:30-15:00 5歳児健診の実際 熊谷市での経験
小林敏宏（埼玉県小児科医会会長、こばやし小児科院長）

15:00-15:30 要観察となったこどもへの支援 地域とかかりつけ医の役割
峯 眞人（埼玉県小児保健協会会長、峯小児科院長）

15:30-16:00 療育が必要なケースの評価と支援の実際
後藤珠子（さいたま市療育センターひなぎく）

16:00-16:10 閉会挨拶
高木 学（埼玉県医師会常任理事、医療法人扶顚堂理事長）
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